
だっこもおんぶもしてほしいで賞

だっこもおんぶもしてね

　こけたり、にいちゃんとけんかしたりしてかなしいとき、かあちゃ

んがだっこしてくれるよ。かあちゃんのだっこは、あったかくてきも

ちいいよ。

　とうちゃんは、おんぶをしてくれるよ。とうちゃんのせなかは、

ちょっとかたいよ。おふろのあとのおんぶは、あったかいんだよ。

　かあちゃんも、とうちゃんも、「りんは、おもいなぁ。おおきくなっ

たんじゃない？」っていうんだよ。おおきくなっても、だっこもおんぶ

もしてほしいんだけどな。

高梁市立宇治幼稚園／田村 凛 さん

やさしいおねえさんで賞

おとうとのおふろ

　わたしには、一さいしたのおとうとがいます。このあいだ、おとう

とがおとうさんやおかあさんといっしょにおふろにはいらなかった

ので、すごくおこられて「もうはいらないでいい」となくので、わたし

がいっしょにおふろにはいってあげました。

　こどもだけでおふろにはいったことがなかったけれど、おふろに

つかって、それからあたまとからだをあらってあげました。まだない

ていたので、こえをかけてあげました。おふろからでてからだをふ

いてあげました。おとうともだんだんなきやんできました。どあの

そとをみると、おとうさんとおかあさんがにこにこしてこっちをみ

ていました。

倉敷市立玉島小学校１年／進藤 祐羽 さん

じぶんを大切にしたいで賞

えらばれたぼく

　ぼくは、まい日おかあさんといろいろな話をします。学校のこと、

しごとのこと、ごはんのこと…ぼくが一ばんすきなのはたまごの話

です。おかあさんのおなかの中のたくさんのたまごから、たった一

つえらばれたのがぼくだという話です。おこるとこわいおかあさん

も、この話をする時はとってもやさしいです。ぼくが生まれてうれし

かったんだな、とつたわってきます。ぼくはえらばれたんだからじ

ぶんを大切にしたいです。

 倉敷市立万寿小学校２年／井口 凛太郎 さん

ばくだんおにぎりが大すきで賞

お母さんのばくだんおにぎり

　ぼくのお母さんは、けんどうのしあいや遠足の時はかならず、ば

くだんおにぎりをつくってくれます。すごくおいしいし、元気がでま

す。友だちには、大きすぎてびっくりされることもあるけど、きもち

のこもった大きなばくだんおにぎりが大すきです。

美咲町立美咲中央小学校3年／甲本 蓮司 さん

何回でも自己紹介をするで賞

ひいばあちゃん大好き

「どちらさんかな？」

あんなにかわいがってくれていたひいばあちゃんが、ちほう症に

なり、私のことも忘れてしまいました。

「桜です、はじめまして。」

と自己紹介をしたら、とたんに笑顔になり話しをしてくれます。

「ひいばあちゃん、何回でも自己紹介をするから、いつまでも元気

で私とお話ししてね！」

高梁市立高梁小学校４年／濵岡 桜 さん

まほうのガムはホッとするで賞

おばあちゃんのガム

　おばあちゃんの家のガムはまほうのガムだ。食べたらなぜか

ホッとする。小さい時は、からいと思っていたけれど食べたくなる。

おばあちゃんのまほうが入っているとずっと思っている。この前

も、妹とおばあちゃんと一緒にガムを食べた。みんなにこにこと

笑っていた。私も心が温かくなってとっても、とっても、うれしく

なった。今度は私がおばあちゃんにまほうをかけてあげたい。

高梁市立有漢西小学校５年／佐分利 歩未 さん

がんばる父は格好いいで賞

父はスーパーヒーロー

　去年の夏、ぼくは初めて父の職場見学をしました。火の粉が飛

び散る暑い作業場で、溶かした鉄を操る父はとても格好良く、他の

見学者が拍手をくれるほどでした。「今日のヒーローは純平のお父

さんだね。」と案内の方が言ってくれました。ぼくは自分がほめられ

るより何倍もうれしかったです。

　この日、父の身体のたくさんのあざが、火傷のあとだと気付きま

した。ぼくは父の大きな背中をやさしく丁ねいに洗いました。あり

がとうの感謝の気持ちをこめて。

倉敷市立水島小学校6年／西山 純平 さん

母の優しさに涙で賞

親子ゲンカ

　ある日、とっても小さなことで母さんとケンカしてしまいました。

「しらない。もう夕ご飯食べない！バカ。」と母さんに言ってしまいま

した。夕ご飯を食べずにいると、母さんは無言で、おにぎりを私の

近くにおいてくれました。何も言いたくない私の気持ちを分かって

くれていました。「お風呂入りなよ。」その優しさに、泣かずにはいら

れませんでした。ありがとうね、母さん。

笠岡市立神島外中学校２年／大本 麻由 さん

母の言葉でがんばれたで賞

お母さんの一言

　「大丈夫よ。頑張れ。」これは中学校のときにお母さんが毎日

言ってくれた言葉です。私は中学校のころ、学校に行きたくない時

期がありました。そんなときにお母さんはその言葉を毎日言ってく

れ、お弁当のふくろをあけた時にいつもメッセージを入れてくれて

いました。お弁当を作る時間だけで忙しそうなのに、メッセージま

で。そのメッセージに勇気をいつももらえていました。メッセージ一

言、それだけで一日頑張れました。メッセージがあったからちゃん

と学校に行けました。

　お母さん、ありがとう。

岡山龍谷高等学校１年／小林 美鈴 さん

どんなメッセージを書くのか楽しみで賞

とーちゃんとのメッセージ交換
　夫は、飲食店勤務です。帰宅はいつも夜中です。夫と子供が一緒に過ごせる時間が少ない分、何かコ

ミュニケーションをとれる方法はないか考えました。そこで偶然見つけたのが、シート黒板。その日あった

出来事や、とーちゃんに伝えたいことなど書いて寝る。朝起きたら、とーちゃんからの返事が書かれてい

るという風にしました。

「はがぬけたよ」→「は、だいじにね」　「つぎはなんようびがやすみ？」→「げつようびだよ」

「あまってるしょくぱんたべないでね」→「たべないよ」

子供が今夜はどんなメッセージを書くのか、楽しみです。

岡山市立岡山中央幼稚園 保護者／橋爪 絵里子 さん

お弁当作りをがんばるで賞

お弁当でコミュニケーション♪
　娘と、めっきり話をする時間が少なくなり、少しさみしい母…。せめて、お弁当を開けた時に「うわー！」

と毎日思ってもらえるとうれしいなーの一心で、お弁当作りに励む今日この頃。一時「あまり食べれない

…」と二段の弁当箱を一段にして過ごしていたが、つい先日「二段にして！」との事。食欲の秋とともに、気

持ちも落ち着いたのかなと感じた出来事でした。

お弁当でコミュニケーション♪お弁当でコミュニケーション♪
　娘と、めっきり話をする時間が少なくなり、少しさみしい母…。せめて、お弁当を開けた時に「うわー！」

　　　　　　　　　　　　美咲町／桑元 純子 さん


